「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票

	　項　目
	　

	事業実績及び事業効果

	　　　「ホームレス巡回相談事業報告書」のとおり。



	課題・問題点
	　この自立支援事業で関わった人は、退去命令・入院などのきっかけや、ホームレスとなって間もないため、今後の生活に不安を抱えた人が多数を占める。
ホームレス生活が長期化し、住・食が安定している人は、呼びかけに対しても消極的である。また、移動型の人は接触が困難であるため相談業務が進まない。
今後、このような人達への勧奨方法を検討しなければならない。

	計画に対する意見、今後の方向性等

	　実施計画の目標・取組みに関しては、泉北・泉南ブロックに「自立支援センターおおいずみ」があり、ホームレス巡回相談指導以外は機能がセンターに集約されている。
府下の他ブロックの事業はどのような内容のものか知りませんが、このセンターによる支援が現在のところ最良ではないかと思われる。しかし、平成22年3月に閉所予定となっていて、以降センター存続の見通しはない。
　市町村単独での運営は、人的、財政的にも困難であり、府レベルでの恒久的な施設の設立も考えてもらえればと思う。
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